
学校番号  １００１ 

令和３年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
コミュニケーション

英語Ⅱ 
２ 第２学年 

 

MY WAY English CommunicationⅡ 

  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、ペアワークを取り入れながら、読む・聞く・書く・話すの４技能をアクティブ

に更に伸ばすことを目標とする。聞いたり読んだりした内容を基に、正確な英文を用いて大意をつかんだり、情報や考

えなどについて、話したり書いたりする言語活動を多く行う。積極的な授業参加が求められる。 

・英文を読んでいく上で不可欠な語彙力や文法力については、実際に英文を書いたり、英語で発表するということを

意識して学習し、自分で使える英語を身につけていく必要がある。常に「英語を使う」ことを意識した姿勢が大切であ

る。 

・音読は、リズムや発音・アクセントに気をつけて、読み、話す力をつけるだけでなく、同時に聞くことにも注意を向けて

練習することによって、全般的な英語力がつく大切な学習法の一つである。意味を考えながら読み、聞いている人に

きちんと伝わるように心がける必要がある。 

   

２ 学習の到達目標：（CAN-DO リストの該当学年の４技能の到達目標） 

 

第 2 学年】履修科目と主な教材（教科書以外で使用する教材一覧）： 

「コミュニケーション英語Ⅱ」（2 単位）システム英単語（駿台文庫） 

                  Reading Flash Stage 2（桐原書店） 

 

 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評

価 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・リズムやイント

ネーションなど、

英語の音声的な特

徴に注意して話す

ことができる。 

・自分が経験した

ことや将来の夢・

希望について、前

もって準備したメ

モを見ながら発表

できる。また、相

手の情報を得る簡

単な質問ができる

ようになる。 

・身近なトピック

（時事的なこと等）

について短い英文

で自分の意見を言

えるようになる。 

コミュ英語

Ⅱ 

・T or F 

・インタビ

ューテスト 

・音読、暗唱

テスト 

・Quiz 

 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 

・発音テス

ト 

・英作文 

・簡単な日本語の

文を正しい英語で

表現することがで

きる。更に、身近な

話題に関する自分

の考えを、基礎的

な単語・イディオ

ム・つなぎ言葉を

用いて複数の文で

表現できる。 

コ ミ ュ 英

語Ⅱ 

・定期考査 

・トピック

英作（準 2

級程度） 

・Quiz 

・ディスカ

ッション 

 

英 語 表 現

Ⅱ 

・定期考査 

・トピック

英作 

 

・はっきりと話され

れば、身近なトピ

ックについて短い

ニュースの要点を

聞き取ることがで

きる。 

・はっきりと話され

る説明やガイドなど

のアナウンスを聞い

て、いくつかの情報

を聞き取ることがで

きる。 

コミュ英語

Ⅱ 

・インタビュ

ーテスト 

・Ｑ＆Ａ 

・Ｑｕｉｚ 

 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 

・リスニング

テスト 

・パラグラフ

ライティン

グ 

・難しい部分を読

み返すなどしなが

ら、よく知ってい

る分野の説明書や

記事などを詳しく

理解することがで

きる。 

・小説などを読

み、背景を踏まえ

事実関係だけでは

なく、登場人物の

気持ちなどを把握

し、気持ちに応じ

て適切な速度や声

の調子で音読する

ことができる。 

コミュ英語

Ⅱ 

・ 定期考査  

・Ｑ＆Ａin 

 Japanese 

and English 

・夏休み・冬

休み課題考

査 

・音読、暗唱

テスト 

 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 

・重要例文

についての

Quiz 

 



３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 コミュニケーションへの

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化につい

ての知識理解 

実
施
方
法 

コミュニケーションに関

心を持ち、積極的に言語

活動を行い、コミュニケ

ーションを図ろうとして

いるかを的確に評価でき

る方法で実施。 

CAN-DO リストによる

「話すこと」と「書く

こと」の到達目標を

的確に実施できる方

法で実施。 

CAN-DO リストによる

「聞くこと」「読むこ

と」の到達目標を的

確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用に

ついての知識を身

に付けているとと

もに、その背景にあ

る文化などを理解

しているかどうか

を的確に評価でき

る方法で実施 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1   

 

 Pictograms 

（６時間） 

・ピクトグラ

ムを使う理由 

 

・素早く情報

を伝えるピク

トグラム 

 

・ピクトグラ

ムが作られた

歴史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークやグ

ループワークにお

いて、互いに協力し

ながら会話を続け

る。 

 

・ペア・ワークとグル

ープワークを通じて

自分の意見を言った

り、相手の発表をしっ

かり聞こうとしたりす

る。 

・”Q & A MAKING”

や ”DISCUSSION”

で、ペア・ワークを

行い、互いに協力を

し合いながら、会話

を続ける。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・主語，動詞、補語 

・主語，動詞、目的

語の表現を理解す

る。  

・本レッスンの内容に

ついての英問に対し

て英語で答えを書く

ことや，知り得た情報

を英語に直して書く。 

・主語，動詞、補語 

・主語，動詞、目的語

の表現 

・本文中に出てきた

語法・熟語を使っ

て，指示にそった適

切な英文を書くこ

とができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、英作文

を出題することにより、

単元の目標を達成で

きているか判断する。 

「外国語理解の能力」 

・音の消失，脱落，連

結を認識できる。 

・本レッスンの内容

についての英問や

英文を聴いて，内容

を正しく理解する。 

・音の消失，脱落，連

結を認識できる。 

・ディクテーションテス

ト及びリスニングテスト

の実施により単元の

目標を達成できてい

るか判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・主語，動詞、補語 

・主語，動詞、目的

語の表現を理解す

る。 

・強勢，リズム，イント

ネーション，区切りな

どに注意した音読が

できる。 

・ピクトグラムが作

られた歴史を読み

取ることができる。 

・主語，動詞、補語 

・主語，動詞、目的語

の表現を理解する。・

強勢，リズム，イントネ

ーション，区切りなど

に注意して音読する

ことができる。 

 

・言語の使用場面、働

きを意識した定期テス

トにおいて、知識が身

についているかを判

断する。 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 2  

 

A New Way to 

Clean Up the 

Ocean 

  (７時間) 

・海のプラス

チックごみ回

収のためのア

イデアについ

て 

 

・プラスチッ

クごみ回収が

どのように行

われるか 

 

・プラスチッ

クごみ回収の

システムにつ

いて 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・仕事に対するこだ

わりについて、グル

ープで話し合うことが

できる。 

・各パートを読んだあ

と で ”DISCUSSION”

を利用し、ペアで伝

え合う。 

・本文の内容につい

て英問英答や，知り

得た情報の英語に

よる説明ができる。 

 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ペアワークの成果を

クラスで発表する。 

「外国語表現の能力」 

・動詞 tell, ask, seem

の後の目的語に用

いられる that節, if節

を理解できる。  

・本レッスンの内容に

ついての英問に対し

て英語で答えを書く

ことや，知り得た情報

を英語に直して書くこ

とができる。 

・動詞 tell, ask, seem

の後の目的語に用い

られる that 節, if 節，

本文中に出てきた語

法・熟語を使って，指

示にそった適切な英

文を書くことができ

る。 

 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・カタカナ音，摩擦

音，はじく T音(tが r

に聞こえる)，連結音

を認識できる。 

・本レッスンの内容に

ついての英問や英文

を聴いて，内容を正

しく理解する。 

・単元の目標を基準

に、評価方法に基づ

き評価する。 

・ディクテーションテス

ト及びリスニングテスト

の実施により単元の

目標を達成できてい

るか判断する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動詞 tell, ask, seem

の後の目的語に用

いられる that節, if節

を的確に把握し，そ

の使い方と内容を理

解した上で，本文の

内容を正確に把握

できる。 

・海のプラスチック

ごみ回収が必要に

なった理由を読み

取ることができる。 

・海のごみ回収シス

テムを作るまでの

努力を読み取るこ

とができる。 

 

・単元の目標を基準

に、評価方法に基づ

き評価する。 

・言語の使用場面、働

きを意識した定期テス

トにおいて、知識が身

についているかを判

断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3  

 

Cuba 

 (７時間) 

・キューバの

地理、歴史、文

化、人々につい

て 

 

・キューバの

社会主義体制

が独特な進歩

を遂げた様子

は？ 

 

・平等と助け

合いを大切に

しているキュ

ーバの人々に

ついて 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・各パートごとの内容

に対する感想や意見

をまとめ、ペアワーク

を通じて自分の考え

言ったり、相手の発

表をしっかり聞こうと

したりする。 

 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力を

し合いながら、会話

を続ける 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・形式主語、形式目

的語の含まれる文

を本文中に出てき

た語法使って，指示

にそった適切な英

文を書くことがで

きる。 

・各パートごとの内容

を口頭で要約する。 

・ペアで、事前に取っ

たメモに基づきなが

ら、読んだ内容につ

いて自分の考えを述

べることが出来る。 

 

・キューバの価値感

に対する歴史的変遷

を説明することができ

る。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・強勢，リズム，イ

ントネーション，区

切りなどに注意し

て音読することが

できる。 

・母音，無音，アク

セント，強弱，抑揚

を意識して音読す

ることができる。 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながら、イメージととも

にその内容を理解す

る。 

・キューバの社会主

義体制が独特な進

歩を遂げた様子を

読み取ることができ

る。 

・平等と助け合いを

大切にしているキ

ューバの人々の考

え方が日常生活で

いかに使われている

かを文化的観点から

読み取ることができ

る。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・形式主語、形式目

的語の含まれる文

の表現について理

解する。 

・歴史的，文化的に、

平等と助け合いを

大切にしているキ

ューバの人々の考

え方が果たした役

割について理解し

ている。 

 

・形式主語、形式目

的語の含まれる文

の表現について，そ

れぞれの意味や働

き，形を理解してい

る。 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 4  

 

The World’s 

Poorest 

President 

 

(７時間) 

・「世界で最も

貧 し い 大 統

領」が大切に

していること

は？ 

 

・「世界で最も

貧 し い 大 統

領」の起こし

た行動の特徴 

 

・「世界で最も

貧 し い 大 統

領」のスピー

チについて 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・「世界で最も貧し

い大統領」のスピー

チを学び、各自が知

っていること、思って

いることを英語で発

言しょうとする。 

・各パートごとについ

て自分の考えや意見

について発表するた

めの英語をメモして

おき、それを参考に

しながらペアで伝え

合う。 

 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力を

し合いながら、会話

を続ける 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ 本文中の表現を
他の表現で言い
換えたり、写
真・イラスト等
を英語で説明す
る。 

・内容についての英

問に対して英語で答

えを書くことや，知り

得た情報を英語で書

くことができる。 

・知覚動詞+原形不

定詞 

・知覚動詞+過去分

詞 

・使役動詞+過去分

詞 

を使って，指示にそ

った適切な英文を書

くことができる。 

 

・チャートを提出させ、

その内容を取組状況

の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・文がどこで切れる

か，カタカナ語のアク

セントの違いを認識

できる。 

・各パートごとに、本

文からすぐに大意を

理解する。 

・知覚動詞+原形不

定詞、過去分詞 

・使役動詞+過去分

詞を的確に把握し，

時系列に従って本文

の内容を正確に理解

できる。 

 

・筆記テストにおいて、

内容理解を問う出題

により、内容理解がで

きているか判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・知覚動詞+原形不

定詞、過去分詞 

・使役動詞+過去分

詞を用いて，適切な

英文を書くことが

できる。 

・本文中で用いられ

ている語句の意味や

用法を確認する。 

・「世界で最も貧し

い大統領」が大切に

していることに関

心を持って、世界の

他の国の人々にとっ

て本当に大切なこと

は何かを理解する。 

 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5  

 

Eye Contact 

 

(９時間) 

・聴覚に障が

いのある人た

ちが取るコミ

ュニケーショ

ンの方法につ

いて 

 

・日本女子サ

ッカーチーム

のデフリンピ

ック参加につ

いて 

 

・日本女子サ

ッカーチーム

のデフリンピ

ックでの様子

について 

 

・アイコンタ

クトの大切さ

について 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所

や未知の語句があっ

ても、推測するなどし

て聞き続ける態度を

養う。 

・パートごとに、本文

の音声を聞き、ワーク

シートにメモを取らせ

る。 

・聞き取れない箇所

や未知の語句があ

っても、推測するな

どして聞き続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容につい

ての英問英答や，知

り得た情報の英語

による説明ができ

る。 

・アイコンタクトの

大切さについて説

明することができる 

・日本女子サッカー

チームのデフリン

ピック参加の様子

から、アイコンタク

トの大切さについ

てグループで意見

を交換することが

できる。 

 

・グループでお互いに

意見を発表し評価す

る。 

「外国語理解の能力」 

・ローマ字読み，英

音と日本語音の[ア]

の違い，同綴異音，

音の連結，脱落を理

解させる。 

・時制を的確に把握

し，時系列に従って

本文の内容を正確

に理解できる。 

・日本女子サッカー

チームのデフリン

ピック参加の様子

から、アイコンタク

トの大切さについ

て読み取ることが

できる。 

 

・日本女子サッカー

チームのデフリンピ

ック参加の物語が私

たちに訴えているも

のを理解し、発表す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞、 

前置詞＋関係代名

詞、 

関係副詞を用いた

表現，それぞれの意

味や働き，形を理解

している。 

 

・本文の内容を聞きと

る際に必要とされる

背景知識をワークシ

ートにメモを取りなが

ら理解する。 

・関係代名詞、 

前置詞＋関係代名

詞、 

関係副詞を用いた

表現を用いて英作

文ができる。 

・授業内リスニングテ

ストにおいて、背景知

識をもとに、正しく聞き

取れているかを判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 6  

 

A Space 

Elevator 

 

 (９時間) 

・インタビュ

ー形式の文章

を学習する 

 

・ロケットの

問題点を解決

する宇宙エレ

ベーターにつ

いて 

 

・宇宙エレベ

ーターのコン

テストについ

て 

 

・近い将来宇

宙に行くこと

が実現するか

もしれない宇

宙エレベータ

ーの素材につ

いて 

 

・宇宙エレベ

ーターが具体

的にどんなも

のか 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークに

おいて、互いに協

力しながら会話を

続ける。 

・パートごとに、本

文の音声を聞き、ワ

ークシートにメモ

を取らせる。 

音の連結，[h]の音，

[t]，[d]で終わる単語

の発音を認識でき

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

 

「外国語表現の能力」 

・宇宙エレベータ

ーで体験できるこ

とがらを読み取る

ことができる。 

 

・各パートごとに宇宙

に行くための問題に

ついて、ワークシート

に英語で書く。 

・時制を的確に把握

し，時系列に従って

本文の内容を正確

に理解できる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・各パートでそれぞ

れ表現したかったこ

とについて理解す

る。 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながら、その内容を

理解する。 

・日々進歩する科学

に目を向ける重要

性を読み取ること

ができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・宇宙エレベーター

の着想に関心を持

っている。 

・本文中で用いられ

ている表現の意味や

用法を確認する。 

・現在完了形、現在

完了進行形、過去完

了進行形、未来進行

形を表す表現の意

味や働き，形を理解

している。 

 

・言語の使用場面を

意識した定期テストに

おいて、知識が身に

ついているかを判断

する。 

 


